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「’うめ」予備機の改修kついて’（報告）

昭和52年5月2・4日一

技術部会第一分科会

1　従来の経緯

　　電離層観測衛星（エss）　（以下「うめ」と言うb）は、昭

　和51年2月29日・宇宙囲発事業団門門島宇宙センターから

　延ロケット2号機によって打ち上げられ・’計画悼にきわめて近

　い弓造に投入された後、電離層観測装置’（聖OP）等の搭載機器

　を含めた衛星機能が所期の機能を発揮すること炉確認された・

　　しかしながち、「うめ」は打上げの約1ケ月後、全日照をむ

かえその機能を存止したので、当分科会は、不具合の原因を調’

回した結果・引回競二値の変颪電源系回路の改欝頑目

　の対策を提示した（宇宙開発委員会技術部会報告（昭湘一51年7

’月7日）参照）

2　「技術部会報告」提出以降の経緯．　・　　．　　∫二・

　　当分科会はぐ一「う．め」！の不具合がぐ誰時審査が不†分であっ

たこと・盛事獣徹た醐㈱醐来て味かつたことに，
．起因することを重三・昨舶b旧来5回ゆたって・宇宙

　開発事業団での検討や対策の状況をフォローしてきた・

5　現時点までの蘇修状況．　．　　．　一

　　宇宙開購業団は・当分科会の提示した顔自の糠指針に

　沿って．rうめ」予備機の打上げに拘けて改修を進めv弱充電

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

虹

繍値の変更・融系回路轍鮒・緊急轄に徹た運用銭貸

地上烏の二重化等が順調に進捗しているほか、バッテリの温度

蓄電量等の予測ができるような監視システムについせも鋭意検

討を行っている。　　　　　　　　．　　、　　　　　　　’、

　　現在、ズケジユールは若干遅れ気味であるが、今後、’ノ上述し「

覧たバッテリの温度、蓄電量子の監視方法についての検討に合わ

せて・バツ別一サ．ブシステムのテスト理解フライ哺の製

作を進めることとしている。　一．　　．　　　　　　　一

4意見　ジ’　．」　．’　　　　σ
　宇醐発繰即・「う剃予備機の打上げに剛てト鯉
本体b改修のほか、緊急事態に備えた運用手順、地上局の二重

化等を進めており、これらは現在までρとこちほ〃ま順謁に進捗

　していると考えられる。㌧

今後のスヶ．ジュ「〉聴塁塞ひであるがぐバツテリーサ㍗　　、

　ステム’㊧製作時間を短縮することによって昭和52午度●1～21

朋に「うめ」輪髄ち上げることカ§可能であると三三ひ

　　今御紙げまでの敵バツ洲の温度・．舗三等艦視方

法に？いて・衛星の実際の使用状況に対応した模擬馬験をも行

って検討を進め・また・バツ7リ幽一サブシステ級び改修・

された鯉全体の地上で無作試験を論に行らことが期待さ

　れる。

　　今回の「うめ」の不具合は、その個所が衛星の基本部分であ

　るので・今回の教訓を生かし・電源回路殺計・熱設計等の基本’

的技術能力を高めるとともに、設計審査の充実等開発アネージメント

　の改善等になお一層努力すると．と脅期待する。




